
１農業産出額

令和３年度の取組による成果の総括

みやぎ食と農の県民条例基本計画の推進に向けた
令和3年度事業の実施状況及び令和4年度の主な取組（概要版）

基本計画の概要

基本項目Ⅰ 時代のニーズに対応した県産食品の安定供給（豊かな食）

施策 令和３年度の主な施策の実施状況 主な推進指標の単年度目標の達成状況 令和４年度の主な取組

施策１

県民による
豊かなみやぎの
食と農への理解と
地産地消の促進

○みやぎの食に対する理解度向上や消費・活用促進のため，
食材王国みやぎ「伝え人」を学校等へ派遣するとともに，
高校生地産地消お弁当コンテストを開催し，地産地消の
意識向上と県産食材の理解促進に繋がった。

○地産地消の啓発や地産地消推進店
の拡大を全県的に推進する。
【食育・地産地消推進事業】

○県産食材のブランド価値向上に取
り組む生産者等への支援，県産食材
の実需者とのマッチングや食材王国
みやぎフェアの開催などの支援によ
り，県産食材の付加価値と認知度の
向上を図る。
【食材王国みやぎの「食」ブランド
化推進プログラム事業】

○研修会の開催などにより国際水準
GAPの導入推進や人材育成を図ると
ともに農業教育機関の認証取得を支
援し，後継者世代の理解浸透を図る。
【ＧＡP認証取得推進事業】

施策２

生活様式の変化に
対応する県産食品
の販売力強化

○付加価値の高い商品づくりを支援するため，みやぎの食
材バリューチェーン構築プロジェクトとして各事業者を
支援した結果，うち４者は未利用資源を活用するなど環
境に配慮した商品開発に繋げた。

○需要に応じた園芸作物のサプライチェーンの構築を図る
ため，生産者・流通業者・実需者が連携し園芸作物を供
給する取組を支援した結果，新たなサプライチェーンが
４件構築された。

○県産品の魅力と県産品販売事業者のオンラインショップ
を紹介するアンテナサイト「宮城旬鮮探訪」を新設する
とともに，楽天市場内に県産品特集ページ「宮城県ＷＥ
Ｂ物産展」を開設し，新たな販売に繋げた。

施策３

県民への安全・
安心な食料の
安定供給

○農畜産物のGLOBALG.A.P.等の導入推進や人材育成のため，
指導員研修を開催した結果，農産物ではGLOBALG.A.P.の
導入・取組事例が増加した。

○養豚場での豚熱発生予防のため，県内全域でのワクチン
接種や接種手数料の見直し，民間獣医師が豚熱ワクチン
接種を行うことができる知事認定獣医師制度を導入した。

推進指標（４３指標）の単年度目標達成状況

※指標は基本的に令和3年度の値となっているが，
出典統計の公表時期の関係上，直近確報値である
令和2年又は令和元年の統計数値の指標もある。

【キャッチフレーズ】
共創力強化
～多様な人材が豊かな未来をつくる みやぎの食と農～

人口減少や高齢化が進む中で，食と農業・農村への消費者の理解と協働
のもとに，農業者だけではなく，次世代の若者も含め，
食と農に関わる全ての人材が結びつき，活躍することにより，豊かなみや
ぎの食と農の未来を共に創っていく力を強化します。

●認定農業者数の目標
6,279経営体(R1)⇒6,300経営体(R12)

（参考）〔販売農家数〕

37,533戸(H27)⇒20,500戸(R12)
園芸産出額倍増を目指します！

333億円(H30)⇒670億円(R12)

園芸産出額620億円
＋1次加工による付加価値50億円

●農地面積の目標
126,300ha(R1)⇒122,175ha(R12)

●農業産出額
1,939億円(H30)⇒2,288億円(R12)

１農業産出額の目標 ２農業の担い手・農地の目標

6,026経営体（R3） 125,500ha（R3）

２認定農業者数
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食品製造業の製造品出荷額（単位：億円）

基本項目Ⅰ（７指標）
時代のニーズに対応した
県産食品の安定供給

基本項目Ⅱ（２４指標）
次代の人材育成と革新技術の
活用による戦略的な農業の展開

基本項目Ⅲ（１２指標）
ひと・もの・ちえを総動員した

持続可能な農村の構築

（達成率） ■Ａ(100%以上) ■Ｂ(80%以上100%未満) ■Ｃ(80%未満)

１基本項目ごとの単年度目標に対する達成状況

２全体の達成状況

推進指標43項目のうち，38項目で達成率80%以上（A又はB）となった。

（達成率） ■Ａ(100%以上) ■Ｂ(80%以上100%未満) ■Ｃ(80%未満)
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高校生地産地消お弁当コンテスト

教育機関におけるGAP取得に向けた研修

（億円）

［出典農林水産省生産農業所得統計］

［出典宮城県農業振興課調べ］ ［出典農林水産省作物統計調査］

概ね達成

令和４年８月５日
宮城県産業振興審議会

農業部会
資料２



施策 令和３年度の主な施策の実施状況 主な推進指標の達成状況等 令和４年度の主な取組

施策４

みやぎの農業を
支える多様な
人材の確保･育成

○アグリビジネス経営体の育成・確保に向け，
専門家派遣や講座を実施した結果，アグリビ
ジネス経営体数は１２４経営体（前年度対比
103％）となった。

・付加価値創出事業支援：1経営体
・大規模園芸経営体施設整備支援：1経営体

○女性の新規就農者確保に向け，地
域の先導的な女性農業者のもとで農
業体験を実施する。
【｢キラリ!農スタイル｣魅力発信事業】

○スマート農業技術の実証事業によ
り，実証されたスマート農業技術等
を含めたアグリテックの普及拡大を
図るとともに，支援体制を強化し，
生産性向上支援を行う。
【アグリテック活用推進事業】

○農地中間管理機構が実施する農用
地を借り入れ，担い手農家等へ貸し
付ける事業に対して助成することに
より，担い手への農地の集積・集約
化を推進する。
【農地中間管理事業】

○いちご100億円産地の育成を目指
し，単収向上を図り，新規参入等に
よる面積拡大や輸出拡大に向けて体
制構築等を進める。
【いちご100億円産地育成推進事業】

○主食用米から園芸作物への作付転
換を拡大するため，畑地転換に係る
経費の一部を補助する。
【作付転換営農継続支援事業（畑地
転換支援）】

○実需と連携した多収米及び「みや
ぎ米ブランド化戦略」に対応した銘
柄米（「金のいぶき」「だて正夢」
等）の生産体制を確立し，販売拡大
と担い手の経営安定を図る。
【実需対応型みやぎ米普及事業】

○持続的な地産地消を推進するため，
中小規模の採卵養鶏・養豚経営体が
取り組む労働生産性向上や食品産業
との連携強化を支援する。
【多様で特色ある県畜産物の生産
消費促進事業】

施策５

先進技術等を活用
した農業生産の
効率化と高度化

○アグリテック有効活用や導入に向けて，専門
家等の派遣やセミナー等を開催し，普及拡大
を図るとともに，アグリテックを導入する経
営体に対して，補助事業による支援を行った。

施策６

基盤整備と集積･
集約化による農地
利用の高度化

○ほ場整備を契機として意欲ある担い手への農
地集積・集約化を図り，生産効率を高め，高
収益作物の導入・拡大等を図る農地の大区画
化・汎用化を推進するため，基盤整備を県内
43地区で行った。

施策７

先進的大規模
拠点を核とした
園芸産地の確立

○農業法人の施設・機械等の整備を支援し，高
度環境制御可能な施設が増加したほか，ネギ
の機械化一貫体型機械を導入するなど，生産
性向上の基盤を整備した。

○環境制御等に関する研修会やセミナーを行っ
た結果，参加した生産者や普及員の環境制御
技術等が向上した。

施策８

水田フル活用
による需要に
応じた作物生産の
振興

○金のいぶきの作付拡大を図るため，普及展示
ほの設置や研修会を開催したほか，生産資材
や機械の購入支援等を行い，令和４年産の作
付面積は，前年の215haから425ha（見込み）
に増加した。

施策９

生産基盤の拡大に
よる畜産の競争力
強化

○種雄牛候補牛等の遺伝子を解析し，種雄牛造
成に活用するとともに，アミノ酸組成等分析
を行い，霜降り以外の「おいしさ」に関する
改良に取り組んだ。
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基本項目Ⅱ 次代の人材育成と革新技術の活用による戦略的な農業の展開（儲ける農業）
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基本項目Ⅲ ひと・もの・ちえを総動員した持続可能な農村の構築（活力ある農村）

施策 令和３年度の主な施策の実施状況 主な推進指標の達成状況等 令和４年度の主な取組

施策１０

関係人口と
共に創る
活力ある農村

○農山漁村交流拡大プラットフォームを活用し，
都市農村交流企業マッチングや企業研修を３
地域で実施した結果，農山漁村地域の関係人
口創出に繋がった。

○農山漁村におけるＩｏＴ等ネットワーク等を
活用して「誰でもできる農業」，「住みたく
なる(住みやすい)農山漁村」を実現するため，
２つのモデル地区を設置し，デジタルトラン
スフォーメーション戦略計画を作成し，地域
の実情にあったデジタル技術を活用した農山
漁村デザインの策定の取組を支援した。

○農山漁村交流拡大プラットフォー
ムを活用した事業者マッチングによ
り関係人口の拡大を図るとともに，
地域活動の企画・運営支援や人材育
成研修等により集落の体制整備や
リーダーの育成を図る。
【令和のむらづくり推進事業】

○地域資源を活用したビジネスの創
出に向けた伴走型支援を行うととも
に，地域食材と多様な地域資源によ
るペアリング商品・サービスの開発
やペアリング商品をツールとした誘
客のためのモデルツアー等を実施す
る。
【令和のむらづくり推進事業】

○環境と成長が循環する持続可能性
のある農業の確立を図るため，有機
ＪＡＳ認証取得に向けた支援や環境
に配慮した農業生産に対する理解促
進のための取組を行う。
【みやぎの有機農業等推進事業】

○早急に対策が必要な防災重点農業
用ため池について，地震・豪雨に対
する耐性評価を進め，必要な対策工
事を実施するほか，ため池保全に係
る監視・管理体制の強化を実施する。
【防災重点ため池管理対策支援強化
事業】

施策１１

地域資源を
活用した多様な
なりわいの創出

○地域資源ビジネスの創出に取り組む地域運営
組織を対象として，先進的な取組を実践する
団体を講師に招いた研修会の開催や地域のア
クションプランの策定等を支援した結果，地
域資源ビジネスの創出に向けた体制構築が図
られた。

○県内２地域（蔵王国定公園エリア・栗駒国定
公園エリア）を対象に，地域資源を活用した
ペアリング商品の開発を行い，取組等を紹介
する産地見学バスツアーや，モニター販売を
実施し，地域の活性化を図った。

施策１２

環境と調和した
持続可能な農業･
農村づくり

○鳥獣被害防止総合対策交付金を30の市町村・
協議会へ交付し，野生鳥獣の捕獲活動や侵入
防止柵の設置等を行い，被害防止に向けた対
策を講じた。

施策１３

農業・農村の強靱
化による地域防災
力の強化

○田んぼダムの普及に向け，大崎管内の市町･
土地改良区･農業者が参画した｢宮城県田んぼ
ダム実証コンソーシアム｣を設立し，取組拡
大に向けた検討を進めた。また，大崎市｢千
刈江地区｣をモデル地区に設定し，田んぼダ
ムの効果検証に取り組んだ。

○令和元年東日本台風により被災した丸森町等
の農地や農業用施設の復旧事業を実施し，約
８割で営農再開した。

第３期基本計画で目指す姿のイメージ

食と農業・農村への消費者の理解と協働のもとに，
農業者だけではなく，食と農に関わる全ての人材が結
びつき，活躍することにより，豊かなみやぎの食と農
の未来を共に創っていく力を強化します。
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※被害額の減少を目標としており，目標額を下回れば｢達成｣となる。
達成率は，前年度からの目標及び実績の減少額の比で算定している。

田んぼダムモデル地区大崎市「千刈江地区」
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農山漁村交流拡大に取り組んだ

企業・団体数（単位：団体）

左上：田んぼダムコンソーシアム 堰板設置式
左下：田んぼダム型排水桝(ロート型堰板)

鳥獣被害防止対策（進入防止柵設置）

地域資源ペアリング商品
（左：里山マリアー重 右：ちいき箱）

大学生との交流活動（関係人口の創出）

達成

※指標としては，ほ場整備事業で導入した田んぼダムの面積としている。
県全体の田んぼダム面積はR3年度は330haとなっている。


